
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
第 5回 平成30年11月2日（金） 

時間：19：00 から 

※概ね2時間程度を予定しています。 

会場：地域振興プラザ4階 大会議室 

 
      

発行 稲城市 

編集 企画部 企画政策課 長期総合計画担当 

〠206-8601 稲城市東長沼2111 

☎042-378-2111（代表） 内線532 

e-mail chou_kei5@city.inagi.lg.jp ４ 
 

2030年の稲城に向けたご提案を受け付けています！ 
 
 稲城市では2030年の稲城に向けて、長期総合計画を策定します。 

 あなたの考える2030年の稲城の将来像について、ご提案ください。 

 ご提案いただいた内容は、長期総合計画を策定する際、市民の皆様からのご意見とし

て参考とさせていただきます。 
 
 ご提案はこちらから 

https://www.city.inagi.tokyo.jp/cgi-bin/form_

enq/formmail.cgi?d=chouki 

 

 

個別の返答はいたしませんので、

あらかじめご了承ください。 
 

市民の皆様へ 

 
 
 

10月12日、地域振興プラザにおいて「2030年の稲城を描く市民会議」第4回を開催しました。 

討議テーマの意見を出し合った第３回市民会議の結果を踏まえ、３つのテーマに分かれて、意見交換を

行いました。 

第 4回 市民会議を開催しました 

 

所沢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者の横顔 

 

隅田さん 
 
大学入学を期に稲城に来ました。
大学では地域創生を勉強してい
ます。 

 

須田さん 
 
緑は豊富ですが不便もあります。子
ども、孫とともに住めるようなまち
にしたいと思っています。 

 

冨永さん 
 
農業をやっています。稲城市はまだ
人口が増えていますが、 
人口減少時代のまちづくりを今から
考えていきたいと思います。 

 

田中さん 
 
30年住んでいます。子どもたちがふ
るさととして誇れるようなまちへ
と思っています。 

 

中倉さん 
 
2歳になる女の子を育てています。働
いているお母さん・お父さんへ稲城
の魅力を伝えて、わくわく楽しくな
るようなまちへと思っています。 

これからの開催予定 

 

３つのテーマに分かれて 

意見交換 

グループ別の意見交換・まとめ 

・テーマ別討議Ⅱについて、グループに分かれ討議します。 

テーマ④ 仕事も生活も稲城で 

テーマ⑤ 誰もがずっと住んでいたいまち 

テーマ⑥ 緑 

 

 

１ 

 

テーマ① 

人がつながり 
自らやっちゃうまち 

テーマ③ 
 

梨 
 

テーマ② 

高齢者が 

生き生きと 
暮らせるまち 

グループ別の発表・質疑応答 

https://www.city.inagi.tokyo.jp/cgi-bin/form_enq/formmail.cgi?d=chouki
https://www.city.inagi.tokyo.jp/cgi-bin/form_enq/formmail.cgi?d=chouki


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人がつながり自らやっちゃうまち～発表内容 
 
○テーマ型コミュニティとか地域型コミュニティなど、新たな

型のコミュニティづくり。 

○市民主導の形をとるとか、市民提案事業の予算をなんとか市

から獲りたいなど、チャレンジ・創業できるまち。 

○行政主導でやるのではなく、市民が集まってきて、新たなコ

ミュニティが広がっていくことが大事。 

○市外との交流、市内10地区が横の交流をしながら情報交換を

していくネットワークづくり。 

○ツールとしては交流看板、ネット。自治会にもっと若い人が

入っていくような新たな展開も必要。 

テーマ① 人がつながり自らやっちゃうまち 

2 

 

3 

 

テーマ② 高齢者が生き生きと暮らせるまち 

テーマ③ 梨 

高齢者が生き生きと暮らせるまち～発表内容 
 
○ちょっとした困りごと、買い物、ごみ出しなどを手伝える隣

近所の小さなボランティアグループができたら。 

○団体を運営してきた先輩方を専門家・コーディネーターとし

た、グループ育成・支援のシステムづくり。 

○高齢と呼んで欲しくない方もそうなることを見越して、例え

ば PTAの中からグループにつなげていく教育。 

○小さい地域グループ、地域での顔見知りの仲間でのグループ

で、色々な会、食事会、落語会などを開催して、誰もが気軽

に参加できるように。 

○参加できない方、閉じこもりの方等への訪問・サポートは地

域包括支援センターで。 

梨～発表内容 
 

○稲城の梨は、市民の口にあまり入らずに、農家の人も作っただけ売れるので、あまり 

問題になっていない一方で、後継者がいなくて梨畑が減っている現状。 

○梨を作っている地域では小学校で受粉の活動をやったりする一方で、新しい地域では 

活動も少なく、もう少し市民全体が梨と接する、梨に愛着を持てるような活動や仕組みがあったら。 

○生産量は全国での上位に行けないが、梨の稲城、稲城の梨というイメージをもっとアップさせていけば

良いという思いは共通。 

○稲城なしのすけの活用や、梨の日をつくったらどうだろう、もっと梨を使った活動をしたらどうか。 

○梨をもっと使った商品、ジャムや他の食品だとか、あるいは関連グッズを開発して売ったらどうか。 


